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カリキュラムを「拡張」しよう！
準正課教育を活かして，カリキュラムを広くとらえよう　　
山田剛史

カリキュラム「外」の活動をカリキュラムと結びつける 
ために　　近藤麻理
自己判断力を高める研修旅行　　片岡和江
臨床を視野に入れた接遇教育　　高塚由香里
委員会活動が生み出す教室の力　　佐々木美奈子
【連載】
笑いの伝道師　Wマコトのコミュニケーション革命！・3　　Wマコト
臨床教育学　わからないこととの出会い・3　　遠藤野ゆり
看図アプローチへの招待・3　　鹿内信善／德永基与子ほか
アジア，アフリカ，ラテンアメリカの看護教育はいま・12　　 
亀井縁

宮子あずさのエキサイティングWriting・15　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・23 　 　
斉藤奈緒美／石川雅彦

●どの職業においても，規範となる考え
方はあるものです。看護に「看護観」があ
るように，雑誌の編集においても「編集
観」というものはあります（たぶん）。た
だ，学校の講義などから学び，つかみと
るものではなく，仕事をしながら自ら
培っていくものだと思います。もちろん，
先人の仕事から「編集観」を継承すること
もありますが，直弟子的な関係でない限
りは，個々人の感覚や判断のほうが重要
となるでしょう。●実は弊誌には，一般
の雑誌で言われる「編集長」が存在しませ
ん。所属課の課長とともに，各号の特集
担当者が編集長的役割を担います。なの
で，各号の特集を見ると，担当者の「編
集観」が読み取れるのではないかと思い
ます。長年の読者でしたら，今回は○○
が担当したとまでおわかりになるかもし
れません。そのような視点でも誌面を楽
しんでいただければ幸いです。 ……大野
●「看護観」を特集するにあたって，それ
ぞれの先生の具体的なエピソードを中心
に語っていただきました。やはり，「看
護観」はお題目ではなく，積み重ねられ
た経験や試行錯誤の蓄積から語られるも
のでしょうし，そしてそれは読み解かれ，
形が変わっても受け継がれてこそ，意味
をもってくるのではないでしょうか。読
者の方々にも，きっとどなたかの「看護
観」を強く感じた瞬間があることだと思
います。●「○○観」でいうと，最近，5
年間暮らした阿佐ヶ谷から西荻窪に引っ
越しました。すぐ近くなので，同じよう
な町と思われがちですが，飲み屋の方々
とお話をしていると，それぞれの「阿佐ヶ
谷観」「西荻観」を語ってくれます。人々
の西荻観は重なるところもありながら，
少しずつ異なってもいますが，何より，
皆さん楽しそうに話してくれるので，ゆ
るやかに私にも西荻観が生まれてきまし
た。 ……番匠
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グラフィック・シラバスとカリキュラム・
マップ　授業とカリキュラムを「見える化」しよう！

形・型・可で 
技術教育の「安楽」を考えよう！

シラバスとカリキュラムは，教育においてはなくてはならな
いものです。両者とも，組織で「教育」を行う場合は，正確に
作成しておく必要があります。注意しなくてはならないのは，
その内容が理解できるようにつくる必要があることです。実
際に授業を行う本人はもちろん，他の先生方，学生，そして
作成意図によっては外部の人にも理解できなくてはなりませ
ん。それには，「見える化」することが効果的です。
とはいえ，看護教員自身が，シラバスやカリキュラム作成に
積極的にかかわらなかった時代は，それほど昔のことではな
いことから，まだまだその方法などに通じているわけではな
いでしょう。そんななか，本特集では，グラフィック・シラ
バスとカリキュラム・マップという新しいツールを紹介し，
それらによって授業やカリキュラムをデザイン化，「見える化」
することで何が得られるのか，逆にそうしないと得られない
ものは何なのか，また，その「見える化」するのにはどのよう
な準備が必要かについて，具体的な例を挙げながらご紹介し
ます。
多くの人に理解してもらえるシラバスやカリキュラムづくり
は，多くの人に理解してもらえる授業につながります。ぜひ
チャレンジしてみてください。

■【座談会】教育を「見える化」することで見
えてくるもの………………………………
佐藤浩章／八重樫文／志水良／川嵜有紀
■グラフィック・シラバスでめざす授業改
善　（1）看護学概論 …………日下部華苗
■グラフィック・シラバスでめざす授業改
善　（2）母性看護学 ……………川嵜有紀
■カリキュラム・マップの作成とその効果 
……………………………………小林直人
■マッピングによる看護カリキュラムの可
視化………………………………野口眞弓

【2015年 11月号（Vol.56 No.11）】

学生の答え，ちゃんと待てますか 今こ
そ知りたいファシリテーションの心構え

【2015年 10月号（Vol.56 No.10）】

あらためて	  
How to ロールプレイ！

【2015年 9月号（Vol.56 No.9）】

「看護研究」で	  
実践力を鍛える

【2015年 8月号（Vol.56 No.8）】

グループワークを	  
「本物」にしよう！

【2015年 7月号（Vol.56 No.7）】

看護過程再考
【2015年 6月号（Vol.56 No.6）】

「つまらない」授業よ，	  
さらば！

看護教育においては，理論や思考はもちろん大事ですが，
実践家を育てるという意味でもっとも求められるのが技術
ではないかと思います。いかにその技術を教育するかを多
くの先人が考え，試し，確立してきました。メディアの発
達により情報を得る手段は，絵から写真へそして画像へと
進化し，再現性，継続性のアップが図られてきた結果，技
術教育はある程度成熟した感があります。にもかかわらず，
臨床現場からは看護の基礎技術など内容の崩れが目立つと
いう声も聞かれます。結局，いくら教育内容が充実していっ
ても，実際にそれに費やす時間やエネルギーが不足してい
るのではないでしょうか。
そんな今だからこそ，技術教育の重要性を見直そうと組ま
れたのが今回の特集です。武谷三男が提唱した，技術の三
段階論「形・型・可」という枠を通して，看護師がその専門
性をもっとも発揮し得る「安楽」を，教育現場にどのように
取り込んでいけばいいかを考えます。
「安楽」という単語は一般的な言葉ですが，実は日常ではあ
まり用いられないもの。だからこそ，ここに看護の原点が
あるのではないでしょうか。

■安楽を図る技術の習得教育　形・型・可
に添って………………………川嶋みどり
■技術教育にいま足りないもの　ロールモ
デルとしての姿勢から…………水澤晴代
■看護基礎教育における技術の習得過程と
安楽の意識化……水戸優子／山口みのり
■「非」と「安楽」　看護技術教育における
「可」の姿 …………………………阿保順子

（本特集のグラフィック・シラバスやカリキュラム・マップの図は，
電子版ではカラーで御覧になれます）
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